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二三四五六

西
方
指
南
抄
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
い
て

－
　
書
状
掲
載
語
彙
の
性
差
、
有
識
差
の
視
点
か
ら
1

目
　
次
は
じ
め
に

い
わ
ゆ
る
二
形
対
立
の
語
に
つ
い
て

漢
文
訓
読
語
に
つ
い
て

漢
文
訓
読
語
と
性
差
・
有
識
差

直
筆
書
状
の
漢
文
訓
読
語
と
の
比
較

む
す
び

金
　
　
子

一

は

じ

め

に

西
方
指
南
抄
は
、
法
然
（
長
承
二
年
≡
三
三
）
～
建
暦
二
年
（
一
≡
二
）
）
の
言
行
録
と
し
て
輯
録
さ
れ
た
最
瑠
も
の
で
、
門
下
の
親

鸞
（
承
安
三
年
（
二
七
三
）
～
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
）
が
み
ず
か
ら
の
手
に
よ
っ
て
編
集
、
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
親
鸞
八
十
四
歳
（
康

元
元
年
（
一
二
五
六
）
）
の
冬
か
ら
八
十
五
歳
の
春
に
か
け
て
、
六
帖
が
次
々
と
成
立
し
た
。
内
容
は
二
八
第
か
ら
な
る
が
、
そ
の
中
に
法
然
十

通
の
片
仮
名
交
じ
り
書
状
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
書
状
は
親
鸞
が
忠
実
に
書
写
し
た
の
か
、
親
鸞
の
表
記
法
に
よ
り
改
編
さ
れ
た
も
の
か

西
方
指
南
抄
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
一
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等
は
、
法
然
の
直
筆
が
伝
存
し
な
い
以
上
判
断
で
き
な
い
が
、
こ
の
親
鸞
書
写
本
に
よ
っ
て
今
日
に
伝
わ
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
掲
載
書
状
十
通
に
は
、
発
信
者
が
受
信
者
の
性
差
や
、
仮
に
名
付
け
る
有
識
差
等
を
意
識
し
た
か
と
み
ら
れ
る
語
彙
の
使
用
が
窺
わ

（2）

れ
る
。
こ
の
こ
と
の
ひ
と
つ
は
以
前
報
告
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
発
信
者
法
然
が
近
侍
の
僧
や
東
大
寺
復
興
の
勧
進
僧
、
都
の
高

級
官
吏
等
宛
に
は
漢
語
を
漢
字
表
記
し
て
い
る
の
に
、
受
信
者
が
女
性
宛
や
地
方
か
ら
上
京
し
そ
の
時
に
自
己
の
教
化
を
受
け
た
御
家
人
宛

等
に
は
仮
名
書
き
漢
語
等
が
見
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
別
の
語
彙
を
取
り
上
げ
、
前
稿
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
表
現
行
為
が
存
し
て
い
る
の
か
検
討
し
て
み
る
。
分
析
の
視
点
と
す
る

（3）

の
は
、
築
島
裕
博
士
が
平
安
時
代
に
於
け
る
存
在
を
指
摘
さ
れ
た
漢
文
訓
読
語
と
和
文
語
と
の
二
形
対
立
の
語
群
で
あ
る
。
博
士
が
説
か
れ

る
如
く
こ
れ
ら
和
文
語
、
漢
文
訓
読
語
の
対
立
関
係
の
奥
に
あ
る
も
の
は
男
性
、
女
性
の
こ
と
ば
の
違
い
と
い
う
よ
り
は
「
漢
文
訓
読
文
」

（4）

と
「
和
文
」
と
い
う
も
の
と
の
表
現
機
構
の
相
違
に
基
づ
く
と
い
う
こ
と
は
納
得
で
き
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
の
二
形
対
立
の
実

態
を
位
相
論
の
立
場
か
ら
分
析
し
て
み
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。
発
信
者
が
受
信
者
の
性
差
や
、
有
識
差
等
を
も
配
慮
し
た
表
現
行
為
を
二

形
対
立
の
語
彙
で
も
行
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
点
を
確
認
し
て
み
た
い
。

十
通
を
示
す
。
（
十
二
等
は
西
方
指
南
抄
の
篇
番
号
、
七
八
4
等
は
複
製
本
の
ペ
ー
ジ
行
数
を
示
す
）

（
篇
）
　
　
（
所
在
）

十
二
　
中
末
（
七
八
4
～
一
〇
七
3
）

十
四
　
下
本
（
三
1
～
三
一
2
）

十
五
　
下
本
（
三
四
4
～
九
〇
6
）

（
文
体
）

仮
名
　
漢
文

仮
名
　
漢
文

仮
名
　
漢
文

十
六
　
下
本
（
九
一
1
～
一
三
一
4
）

仮
名

（
受
信
者
）

鎌
倉
二
品
比
丘
尼
へ
御
返
事
（
北
条
政
子
、
源
頼
朝
夫
人
）

念
仏
の
事
御
返
事
（
十
五
の
夫
人
か
）

お
ほ
ご
の
太
郎
へ
御
返
事
（
上
野
園
の
ご
家
人
、
在
京
時
に
法
然
の
教
化
を

う
け
る
）

L
や
う
如
ば
う
へ
御
消
息
（
後
白
河
天
皇
の
第
三
皇
女
、
承
如
法
の
法
号
を

持
つ
式
子
内
親
王
）



十
七
　
下
本
（
一
三
二
1
～
一
四
〇
3
）

仮
名
　
漢
文
　
故
聖
人
の
御
坊
の
御
消
息
（
俗
称
・
生
国
不
詳
、
法
然
に
師
事
し
後
に
越
後

に
趣
き
布
教
活
動
）

十
九
　
下
本
（
一
五
二
5
～
一
五
五
3
）

二
三
　
下
末
（
四
3
～
十
一
1
）

二
五
　
下
末
（
六
七
1
～
七
五
1
）

仮
名

二
六
　
下
末
（
七
五
2
～
七
七
2
）

二
八
　
下
末
（
一
七
八
1
～
二
〇
五
2
）

仮
名
仮
名
　
漢
文

基
親
上
書
の
御
返
事
（
蔵
人
の
補
さ
れ
、
後
に
従
三
位
）

法
語
（
末
代
の
衆
生
を
云
々
）
（
未
詳
。
伊
賀
の
圃
名
張
に
い
た
俊
乗
房
重
源

か
）
九
条
殿
北
政
所
御
返
事
（
摂
政
艮
経
や
宜
秋
門
院
（
後
鳥
羽
天
皇
）
の
生
母
。

法
然
か
ら
受
戒
）

九
月
十
六
日
付
御
返
事
（
熊
谷
入
道
直
実
）

つ
の
と
の
三
郎
殿
御
返
事
（
法
名
は
為
守
。
法
然
に
帰
依
し
尊
願
と
号
し
た

念
仏
者
）

二
　
い
わ
ゆ
る
二
形
対
立
の
語
に
つ
い
て

西
方
指
南
抄
掲
載
の
各
書
状
は
分
量
に
長
短
が
あ
る
が
、
漢
文
訓
読
語
と
和
文
語
と
の
出
現
状
況
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
西
方
指
南

抄
の
仮
名
遣
い
で
示
す
。
和
文
語
は
平
仮
名
で
、
漢
文
訓
読
語
は
片
仮
名
で
示
す
）

十
二
篇
　
和
文
語
　
異
な
り
語
数
1
6
　
延
べ
語
数
3
2

ぬ
8
　
ね
1
　
で
1
　
さ
れ
ば
1
　
い
よ
い
よ
l

き
ほ
ふ
1
　
競
（
き
ほ
ふ
）
1
　
く
1
　
ね
が
ふ
3

は
や
く
1
　
も
し
は
l

へ
だ
つ
2
　
ま
う
く
l

い
た
る
1
　
お
は
す
2
　
か
ぎ
る
2

ひ
と
び
と
4

訓
読
語
　
異
な
り
語
数
9
　
延
べ
語
数
2
1

ゴ
ト
シ
2
　
シ
ム
ー
ザ
ル
2
　
ズ
シ
テ
8
　
イ
マ
ダ
1
　
未
（
イ
マ
ダ
）
1
　
オ
ヨ
ブ
ー
キ
タ
ル
ー
ト
モ
ガ
ラ
2
　
輩

西
方
指
南
抄
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
い
て
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（
ト
モ
ガ
ラ
）
　
1
　
マ
ナ
コ
1

十
四
篇
　
和
文
語
　
異
な
り
語
数
7
　
　
　
延
べ
語
数
1
1

す
・
さ
す
2
　
ぬ
1
　
さ
れ
ば
2
　
い
よ
い
よ
1
　
い
た
る
1
　
ね
が
ふ
3
　
し
げ
し
1

訓
読
語
　
異
な
り
語
数
1
0
　
　
延
べ
語
数
2
6

ゴ
ト
シ
1
　
如
（
ゴ
ト
シ
）
2
　
ザ
ル
9
　
ザ
レ
ー
　
ズ
シ
テ
4
　
カ
ル
ガ
ユ
ヘ
こ
3
　
シ
カ
ル
ニ
2
　
イ
マ
ダ
ー
　
ス
デ
ニ

ー
　
オ
ヨ
プ
ー
　
マ
シ
マ
ス
1

十
五
篇
　
和
文
語
　
異
な
り
語
数
1
8
　
　
延
べ
語
数
6
4

や
う
な
り
3
　
す
・
さ
す
3
　
ぬ
2
4
　
ね
5
　
で
1
　
さ
て
1
　
さ
れ
ば
4
　
い
よ
い
よ
1
　
お
は
か
た
1
　
か
ね
て
1

す
べ
て
3
　
し
げ
し
1
　
い
み
じ
1
　
い
た
る
1
　
お
は
し
ま
す
1
　
た
ま
ふ
1
　
ね
が
ふ
8
　
ひ
と
び
と
4

訓
読
語
　
異
な
り
語
数
1
2
　
　
延
べ
語
数
3
4

ゴ
ト
シ
ー
　
シ
ム
ー
　
ザ
ル
6
　
ズ
シ
テ
8
　
シ
カ
ル
ニ
3
　
イ
マ
ダ
2
　
ス
デ
ニ
3
　
オ
ヨ
プ
4
　
オ
ソ
ル
2
　
キ
タ
ル

2

　

ソ

ナ

フ

ー

　

マ

ジ

バ

ル

1

十
六
篇
　
和
文
語
　
異
な
り
語
数
1
6
　
　
延
べ
語
数
6
1

や

う

な

り

4

　

す

・

さ

す

1

8

　

ぬ

8

　

ね

1

と
き
に
1
　
い
た
る
1
　
お
は
し
ま
す
1
8

訓
読
語
　
異
な
り
語
数
1
4
　
　
延
べ
語
数
2
4

ゴ
ト
シ
2
　
シ
ム
ー
　
ネ
ガ
ワ
ク
ワ
ー

ス
デ
ニ
2
　
ア
タ
ハ
ズ
ー
　
オ
ヨ
ブ
4

で
2

ほ

む

1

さ
て
1
　
さ
れ
ば
1
　
い
よ
い
よ
1
　
お
は
か
た
1
　
し
ば
し
1

ひ
と
び
と
l
　
め
l

イ
ハ
ム
ヤ
ー

オ
ソ
ル
2

イ
マ
ダ
2
　
タ
ガ
ヒ
ニ
ー
　
コ
ト
ゴ
ト
ク
3
　
マ
ノ
ア
タ
リ
ー

キ
タ
ル
2
　
フ
サ
グ
1

十
七
篇
　
和
文
語
　
異
な
り
語
数
1

延
べ
語
数
1



い
た
る
1

訓
読
語
　
異
な
り
語
数
9
　
　
延
べ
語
数
1
3

ザ

ル

2

　

ザ

レ

ー

シ

カ

ル

ヲ

ー

イ

ハ

ム

ヤ

ー

ホ

ボ

ー

オ

ヨ

ブ

2

　

オ

ソ

ル

ー

シ

リ

ゾ

ク

ー

ト

モ

ガ

ラ

3

十
九
篇
　
和
文
語
　
異
な
り
語
数
2

す
・
さ
す
1
　
め
l

訓
読
語
　
異
な
り
語
数
8

延
べ
語
数
2

延
べ
語
数
1
0

シ
ム
ー
　
ザ
ル
2
　
シ
カ
ル
こ
2
　
ホ
ボ
ー
　
ス
デ
ニ
ー
　
オ
ヨ
ブ
ー
　
キ
タ
ル
ー
　
オ
ソ
ル
1

二
三
第
　
和
文
語
　
異
な
り
語
数
0

訓
読
語
　
異
な
り
語
数
2

イ
ハ
ム
ヤ
2
　
キ
タ
ル
1

延
べ
語
数
0

延
べ
語
数
3

二
五
篇
　
和
文
語
　
異
な
り
語
数
4

す
・
さ
す
3
　
ぬ
1

訓
読
語
　
異
な
り
語
数
3

ザ
ル
4
　
シ
カ
ル
ニ
1

二
六
篇
　
和
文
語
　
異
な
り
語
数
1

ね
が
ふ
1

訓
読
語
　
異
な
り
語
数
2

延
べ
語
数
7

す
べ
て
1
　
お
は
し
ま
す
2

延
べ
語
数
6

キ
ハ
ム
l

延
べ
語
数
1

延
べ
語
数
2

コ
ト
ゴ
ト
ク
ー
　
ス
デ
ニ
1

二
八
第
　
和
文
語
　
異
な
り
語
数
1
5
　
　
延
べ
語
数
3
2

西
方
指
南
抄
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
い
て
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四
六

す
・
さ
す
8
　
ぬ
3
　
ね
1
　
さ
れ
ば
3
　
い
た
く
1
　
お
は
か
た
1
　
と
し
1
　
い
た
る
1
　
お
は
し
ま
す
1

か
ぎ
る
4
　
き
ほ
ふ
1
　
く
1
　
ね
が
ふ
3
　
へ
だ
つ
1
　
ひ
と
び
と
2

訓
読
語
　
異
な
り
語
数
8
　
　
　
延
べ
語
数
1
4

ザ
ル
3
　
シ
カ
ラ
バ
ー
　
シ
カ
ル
ニ
ー
　
イ
マ
ダ
ー
　
オ
ヨ
ブ
4
　
キ
ハ
ム
ー
　
ト
モ
ガ
ラ
1
　
輩
（
ト
モ
ガ
ラ
）
1
　
マ
ナ

コ
l

右
の
数
値
を
受
信
者
別
の
数
値
に
直
し
て
み
る
。
そ
う
す
る
と
各
書
状
は
統
一
し
て
和
文
語
を
使
用
す
る
と
か
、
漢
文
訓
読
語
を
使
用
す

る
と
い
う
語
彙
の
状
況
で
は
な
い
が
、
書
状
ご
と
に
漢
文
訓
読
語
の
多
い
も
の
や
和
文
語
が
多
い
も
の
等
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
受
信
者
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
行
数
）
　
　
　
　
　
（
異
な
り
語
数
）
　
　
　
　
　
　
　
（
延
べ
語
数
）

（
和
文
語
　
漢
文
訓
読
語
）
　
　
　
（
和
文
語
　
漢
文
訓
読
語
）

十
二
第
　
北
条
政
子
、
源
頼
朝
夫
人
　
　
1
6
2

十
四
篇
　
大
胡
太
郎
の
夫
人
　
　
　
　
　
1
6
9

十
五
篇
　
上
野
園
の
ご
家
人
、
大
胡
太
郎
3
5
4

十
六
篇
　
式
子
内
親
王

十
七
第

十
九
第

二
三
篇

二
五
篇

二
六
篇

二
八
篇

光
明
房

平
基
親

俊
乗
房
重
源
か

藤
原
謙
子

熊
谷
入
道
直
実

津
戸
三
郎

244

5117414813

164

16

7

1816

12041

15

9

101214

982328

32116461

120

71

32

212634241310

362

14



右
か
ら
窺
わ
れ
る
二
形
対
立
は
、
二
五
・
二
六
篇
は
語
数
も
少
な
く
、
顕
著
な
傾
向
を
示
し
て
は
い
な
い
が
数
値
に
従
っ
て
分
類
し
て
お
く
。

和
文
語
が
多
い
書
状
　
　
十
二
、
十
五
、
十
六
、
二
五
、
二
八
篇

漢
文
訓
読
語
が
多
い
書
状
　
十
四
、
十
七
、
十
九
、
二
三
、
二
六
篇

右
掲
の
結
果
か
ら
更
に
次
の
こ
と
が
わ
か
る
。
即
ち
受
信
者
の
性
差
に
よ
る
傾
向
で
あ
る
。

漢
文
訓
読
語
が
多
く
見
ら
れ
る
書
状
の
受
信
者
は
、
十
四
篇
の
大
胡
太
郎
の
妻
宛
以
外
は
男
性
宛
に
な
っ
て
い
る
。

和
文
語
の
方
が
多
く
見
ら
れ
る
書
状
の
受
信
者
は
、
男
性
と
女
性
（
十
四
篇
の
大
胡
太
郎
の
妻
宛
以
外
）
と
が
見
ら
れ
る
。

更
に
書
状
を
受
信
者
の
性
差
の
み
で
な
く
、
発
信
者
法
然
と
の
関
係
等
を
考
え
て
次
の
よ
う
に
分
け
て
み
る
。
前
稿
の
漢
語
の
表
記
と
同
様

男
性
も
2
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

男
性
1
（
十
七
、
十
九
、
二
三
、
二
六
篇
）

男
性
2
（
十
五
、
二
八
篇
）

女
性
　
（
十
二
、
十
四
、
十
六
、
二
五
篇
）

男
性
1
は
、
十
七
篇
が
越
後
に
趣
き
布
教
活
動
し
た
聖
人
、
十
九
第
が
都
の
高
級
官
吏
、
二
三
篇
が
東
大
寺
復
興
の
勧
進
僧
、
二
六
篇
が

法
然
近
侍
の
僧
等
で
あ
る
。
こ
の
受
信
者
は
当
時
の
有
識
者
と
み
ら
れ
る
人
た
ち
で
あ
る
。

男
性
2
は
、
十
五
篇
が
大
胡
太
郎
で
Ⅰ
野
国
の
御
家
人
で
あ
。
、
上
京
時
に
法
然
の
教
化
を
受
け
た
者
、
二
八
篇
が
武
蔵
野
国
の
住
人
で

御
家
人
で
あ
り
、
建
久
六
年
（
＝
九
五
）
頼
朝
に
従
っ
て
Ⅰ
洛
し
、
そ
の
時
機
会
を
得
て
法
然
に
会
っ
て
帰
依
し
、
以
後
尊
顔
と
い
っ
て

熱
心
な
念
仏
者
に
な
っ
た
と
い
う
者
で
あ
る
。
彼
ら
は
法
然
の
信
者
で
あ
り
男
性
1
と
は
法
然
と
の
接
し
方
が
異
な
る
者
達
で
あ
ろ
う
。

因
み
に
女
性
は
、
十
二
篇
が
庇
護
者
の
一
人
頼
朝
夫
人
、
二
五
篇
が
摂
政
艮
経
や
後
鳥
羽
天
皇
の
生
母
、
十
六
篇
が
法
然
と
親
し
い
間
柄

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
皇
族
の
式
子
内
親
王
、
十
四
篇
が
大
胡
太
郎
の
妻
宛
と
な
っ
て
い
る
。

以
下
こ
の
分
類
で
の
語
彙
の
延
べ
語
数
を
示
し
て
み
る
。

西
方
指
南
抄
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

男
性
1
　
　
十
七
篇

十
九
篇

二
三
篇

二
六
篇

男
性
2
　
　
十
五
篇

（
受
信
者
）

越
後
に
趣
き
布
教
活
動
し
た
聖
人

従
三
位
の
基
親

俊
乗
房
重
源
か

熊
谷
入
道
直
実

大
胡
太
郎

（
和
文
語
　
漢
文
訓
読
語
）

二
八
篇
　
津
戸
三
郎

女
性
　
　
十
二
篇
　
北
条
政
子
、
源
頼
朝
夫
人

十
四
篇
　
大
胡
太
郎
の
夫
人

十
六
篇
　
式
子
内
親
王

二
五
篇
　
藤
原
謙
子

1201

6432321161

7

1310

32

3414

212624

6

こ
の
結
果
、
男
性
1
の
書
状
に
は
漢
文
訓
読
語
の
使
用
が
多
く
、
男
性
2
の
書
状
に
は
漢
文
訓
読
語
よ
り
も
和
文
語
の
使
用
の
多
い
こ
と
が

わ
か
る
。
又
、
受
信
者
が
女
性
の
場
合
も
十
四
第
の
大
胡
太
郎
の
妻
宛
以
外
は
和
文
語
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ

分
け
が
可
能
な
ら
、
発
信
者
が
受
信
者
を
意
識
し
た
言
語
表
現
が
存
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
同
性
の
男
性
宛
で
も
1
と
2
と
で
見
ら

れ
た
違
い
は
、
発
信
者
と
受
信
者
の
関
係
の
差
が
書
状
の
語
彙
の
違
い
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
仮
に
有
識
差
と
い
う
も
の
を
配
慮

し
た
発
信
者
法
然
の
表
現
行
為
が
そ
こ
に
は
存
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
よ
う
。
女
性
宛
の
書
状
に
和
文
語
が
多
か
っ
た
の
は
、
性
差
と
使

用
語
彙
の
関
係
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
女
性
宛
で
も
十
四
篇
が
漢
文
訓
読
語
が
多
か
っ
た
の
は
、
念
仏
の
不
審
な
点
に
つ
い
て
法
然
へ
尋
ね

た
上
書
に
対
す
る
返
事
と
見
ら
れ
る
も
の
で
、
全
篇
仏
教
の
教
義
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
女
性
宛
で
も
内
容
に
よ
っ
て
は
使
用

語
彙
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
十
四
篇
も
異
な
り
語
数
を
み
る
と
和
文
語
も
訓
読
語
と
ほ
ぼ
同
数
見
ら
れ
る
書
状
で
は
あ
る
。



三
　
漢
文
訓
読
語
に
つ
い
て

使
用
さ
れ
て
い
る
漢
文
訓
読
語
の
一
覧
を
掲
げ
る
。

（
1
）
助
動
詞
・
接
尾
語
・
助
詞
の
類

（
男
　
性
　
1
　
宛
）

ゴ
ト
シ

シ
ム
ザ
ル
ザ
レ

ズ
シ
テ

4
書
状

4
書
状

7
書
状

2
書
状

3
書
状

十
九

十
七
　
十
九

十
七

（
男
　
性

十
五
十
五
十
五

ヽノ

（
2
）
　
接
続
詞

シ
カ
ル
ニ
　
　
5
書
状

シ
カ
ル
ヲ
　
　
1
書
状

シ
カ
ラ
バ
　
　
1
書
状

カ
ル
ガ
ユ
へ
こ
1
書
状

（
3
）
　
陳
述
副
詞

ネ
ガ
ワ
ク
ワ
　
1
書
状

イ
ハ
ム
ヤ
　
　
4
書
状

イ
マ
ダ
　
　
　
5
書
状

（
4
）
　
程
度
副
詞

十
七

十
九

十
五

十
五

て
＼ノて

＼ノ

（
女
　
　
性
　
　
宛
）

十
二
　
十
四
　
十
六

十
二
　
　
　
　
十
六

十
二
　
十
四
　
　
　
　
　
二
五

十
四

十
二
　
十
四

五

十
七

二
三

十
五
十
五
　
　
二
八

西
方
指
南
抄
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時

ホ
ボ

（
5
）
　
情
態
副
詞

タ
ガ
ヒ
ニ

コ
ト
ゴ
ト
ク

マ
ノ
ア
タ
リ

ス
デ
ニ

（
8
）
　
動
詞

ア
タ
ハ
ズ

オ
ヨ
ブ

キ
ハ
ム

オ
ソ
ル

マ
シ
マ
ス

キ
タ
ル

フ
サ
グ

ソ
ナ
フ

代
　
語
　
研
　
究

2
書
状

十
七
　
十
九

1
書
状

1
書
状

1
書
状

5
書
状

十
九

二
六
　
　
十
五

1
書
状

6
書
状

2
書
状

2
書
状

1
書
状

5
書
状

1
書
状

1
書
状

十
七
　
十
九

十
七

十
九
　
二
三

マ
ジ
バ
ル
　
　
1
書
状

こ
れ
を
出
現
の
頻
度
順
に
並
べ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

6
書
状
に
見
ら
れ
る
語
　
ザ
ル
　
オ
ヨ
ブ

5
書
状
に
見
ら
れ
る
語
　
シ
カ
ル
ニ
　
イ
マ
ダ
　
ス
デ
ニ
　
キ
タ
ル

二
五

三
五
〇

十
六
十
六

十
六
十
四
　
十
六

十
六

十
二
　
十
四

十
四

十
二



4
書
状
に
見
ら
れ
る
語
　
ゴ
ト
シ
　
シ
ム
　
イ
ハ
ム
ヤ

3
書
状
に
見
ら
れ
る
語

2
書
状
に
見
ら
れ
る
語

1
書
状
に
見
ら
れ
る
語

ズ
シ
テ

ザ
レ
　
ホ
ボ
　
キ
ハ
ム
　
オ
ソ
ル

シ
カ
ル
ヲ
　
シ
カ
ラ
バ
　
カ
ル
ガ
ユ
へ
こ
　
ネ
ガ
ワ
ク
ワ
　
タ
ガ
ヒ
こ
　
コ
ト
ゴ
ト
ク
　
マ
ノ
ア
ク
リ
　
ア
タ

ハ
ズ
　
マ
シ
マ
ス
　
フ
サ
グ
　
ソ
ナ
フ
　
マ
ジ
バ
ル

頻
度
の
高
い
漢
文
訓
読
語
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
こ
れ
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
が
、
仮
に
3
書
状
以
上
に
出
現
す
る
漢
文
訓
読
語
の
ザ

ル
、
オ
ヨ
ブ
、
シ
カ
ル
こ
、
イ
マ
ダ
、
ス
デ
こ
、
キ
タ
ル
、
ゴ
ト
シ
、
シ
ム
、
イ
ハ
ム
ヤ
、
ズ
シ
テ
等
を
見
る
と
、
男
性
1
・
男
性
2
・
女

性
宛
の
各
書
状
に
広
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
性
差
、
有
識
差
を
問
わ
ず
日
常
言
語
生
活
に
浸
透
し
て
い
る
語
群
と
見
る
こ
と

が
で
き
よ
う
か
。
な
か
で
も
複
数
の
書
状
で
使
用
さ
れ
な
が
ら
、
男
性
1
の
書
状
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
が
イ
マ
ダ
、
ゴ
ト
シ
、
ズ
シ
テ
な

ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
訓
読
語
は
鎌
倉
時
代
初
中
期
に
は
ど
う
い
う
性
格
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

四
　
漢
文
訓
読
語
と
性
差
・
有
識
差

漢
文
訓
読
語
の
性
格
を
性
差
・
有
識
差
と
い
う
視
点
で
検
討
し
て
み
る
。

女
性
宛
書
状
に
見
ら
れ
る
漢
文
訓
読
語
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

四
書
状
に
見
ら
れ
る
も
の

三
書
状
に
見
ら
れ
る
も
の

二
書
状
に
見
ら
れ
る
も
の

一
書
状
に
見
ら
れ
る
も
の

無
し
ゴ
ト
シ
　
ザ
ル
　
イ
マ
ダ

シ
ム
　
ズ
シ
テ
　
シ
カ
ル
ニ
　
ス
デ
ニ
　
オ
ヨ
ブ
　
キ
タ
ル

ザ
レ
　
カ
ル
ガ
ユ
へ
ニ
ネ
ガ
ワ
ク
ワ
　
イ
ハ
ム
ヤ
　
タ
ガ
ヒ
ニ
　
コ
ト
ゴ
ト
ク
　
マ
ノ
ア
タ
リ
ア
タ
ハ
ズ

キ
ハ
ム
　
マ
シ
マ
ス
　
フ
サ
グ

西
方
指
南
抄
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
い
て
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男
性
宛
書
状
に
見
ら
れ
る
漢
文
訓
読
語
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

男
性
1
　
四
書
状
に
見
ら
れ
る
も
の
　
無
し

三
五
二

三
書
状
に
見
ら
れ
る
も
の

二
書
状
に
見
ら
れ
る
も
の

一
書
状
に
見
ら
れ
る
も
の

男
性
2
　
二
書
状
に
見
ら
れ
る
も
の

一
書
状
に
見
ら
れ
る
も
の

無
し
ザ
ル
シ
ム

イ
ハ
ム
ヤ
　
ホ
ボ
　
ス
デ
ニ
　
オ
ヨ
ブ
　
キ
タ
ル

ザ
レ
　
シ
カ
ル
ニ
　
シ
カ
ル
ヲ
　
オ
ソ
ル

シ
カ
ル
こ
　
イ
マ
ダ
　
オ
ヨ
ブ

ゴ
ト
シ
　
シ
ム
　
ザ
ル
　
ズ
シ
テ
　
シ
カ
ラ
バ
　
イ
ハ
ム
ヤ
　
▼
ス
デ
こ
　
オ
ソ
ル
　
キ
タ
ル

ソ
ナ
フ
　
マ
ジ
バ
ル

女
性
宛
の
複
数
の
書
状
に
あ
ら
わ
れ
る
ゴ
ト
シ
、
ザ
ル
、
イ
マ
ダ
、
シ
ム
、
ズ
シ
テ
、
シ
カ
ル
こ
、
ス
デ
こ
、
オ
ヨ
ブ
、
キ
タ
ル
等
は
男
性

2
宛
に
も
ほ
ぼ
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
例
を
見
て
み
る
。

書
状
の
中
に
は
式
子
内
親
王
に
宛
て
ら
れ
た
二
四
四
行
の
長
文
の
書
状
が
あ
る
。
死
を
間
近
に
し
た
内
親
王
が
師
の
法
然
に
面
会
を
求
め

た
、
そ
の
書
状
へ
の
法
然
の
心
の
こ
も
っ
た
慰
め
の
返
書
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
い
わ
ゆ
る
二
形
対
立
の
一
例
を
挙
げ
れ
ば
「
ズ
シ
テ
1
で
」

は
、
す
べ
て
和
文
語
「
で
」
の
6
例
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
（
以
下
用
例
の
附
訓
は
省
く
）

・
イ
テ
ア
リ
キ
・
候
ハ
列
・
念
悌
申
シ
候
ハ
ヤ
ト
・
オ
モ
ヒ
ハ
シ
メ
タ
ル
事
ノ
・
（
下
本
九
三
5
）

又
別
に
、
北
条
政
子
宛
の
一
六
二
行
の
書
状
が
あ
る
。
こ
れ
は
頼
朝
夫
人
か
ら
の
宗
教
上
の
問
い
に
対
す
る
法
然
の
懇
切
な
返
書
で
あ
る
。

式
子
内
親
王
の
場
合
と
違
っ
て
．
「
ズ
シ
テ
」
が
8
例
、
「
で
」
が
1
例
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

・
経
ヲ
・
カ
キ
・
僧
ヲ
・
供
養
セ
ム
コ
ト
ハ
・
コ
ゝ
ロ
・
ミ
タ
レ
刃
珂
到
・
慈
悲
ヲ
・
オ
コ
シ
テ
（
中
末
九
五
5
）

こ
の
よ
う
に
漢
文
訓
読
語
の
使
用
は
、
書
状
の
内
容
に
大
き
く
作
用
さ
れ
、
性
差
が
語
彙
使
用
の
決
定
的
な
要
因
で
な
い
こ
と
は
理
解
で
き

る
。
し
か
し
総
量
に
於
い
て
前
述
の
よ
う
に
二
人
宛
の
書
状
に
は
他
の
語
彙
も
検
討
す
る
と
、
和
文
語
の
方
が
多
く
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。



五
　
直
筆
書
状
の
漢
文
訓
読
語
と
の
比
較

当
時
の
他
の
直
筆
仮
名
書
状
で
漢
文
訓
読
語
の
検
証
を
行
っ
て
み
よ
う
。

1
女
性
仮
名
書
状
の
漢
文
訓
読
語
（5）

（
l
）
藤
原
為
房
妻
仮
名
書
状
（
四
三
通
、
応
徳
元
年
二
〇
八
四
）
十
二
月
カ
～
寛
治
七
年
（
一
〇
九
三
）
カ
に
書
写
）

ザ
ル
5
　
（
ぬ
1
7
）
、
カ
タ
ナ
2
　
（
た
ち
0
）

，
い
と
〈
あ
さ
ま
し
う
た
ゝ
の
事
に
は
ゝ
べ
ら
斜
め
□
（
り
）
（
第
一
通
9
行
）

（6）

（
2
）
恵
信
尼
仮
名
書
状
（
十
通
、
建
長
八
年
（
一
二
五
六
）
～
（
未
詳
）
三
月
十
二
日
ゐ
の
時
、
に
書
写
）

ゴ
ト
シ
l
（
や
う
な
り
1
）
、
ザ
ル
1
（
ぬ
1
1
）
、
ズ
シ
テ
1
（
で
4
）
、
イ
マ
ダ
（
～
ズ
）
3
（
ま
だ
（
～
ず
）
0
）
、
ア
ル
イ
ハ
1
（
あ
る

は
0
）
、
タ
マ
ク
マ
1
（
た
ま
さ
か
に
0
）
、
フ
サ
グ
1
（
ふ
た
ぐ
0
）
が
み
ら
れ
る
。

，
た
＼
お
と
も
せ
ず
し
て
ふ
し
て
お
は
し
ま
せ
ば
御
身
を
さ
ぐ
れ
ば
あ
た
、
か
な
る
事
火
の
叫
」
l
d
u
（
第
五
通
1
0
行
）

・
た
よ
り
に
て
候
し
か
ば
た
し
か
に
や
候
は
割
引
ら
ん
と
て
こ
れ
た
し
か
の
た
よ
り
に
て
候
へ
は
（
第
二
通
6
行
）

・
た
、
お
と
も
せ
習
ふ
し
て
お
は
し
ま
せ
ば
御
身
を
さ
ぐ
れ
は
あ
た
、
か
な
る
事
火
の
ご
と
し
（
第
五
通
8
行
）

・
き
＼
候
へ
ど
も
同
封
増
ひ
ろ
う
せ
叫
事
に
て
候
也
（
第
十
通
4
2
行
）

女
性
の
直
筆
仮
名
書
状
の
う
ち
、
平
安
末
期
書
写
の
為
房
妻
の
書
状
は
、
子
ど
も
が
修
学
し
て
い
る
比
叡
山
の
師
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
が
、

圧
倒
的
に
和
文
語
の
使
用
が
多
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ザ
ル
と
カ
タ
ナ
の
2
語
の
み
が
訓
読
語
で
あ
っ
た
。
平
安
末
期
か
ら
ザ
ル
は
こ
う

い
う
書
状
に
も
顔
を
み
せ
る
性
質
（
漢
文
訓
読
語
の
な
か
で
も
日
常
言
語
生
活
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
訓
読
語
か
）
の
語
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

恵
信
尼
の
書
状
は
、
為
房
妻
か
ら
お
よ
そ
一
七
〇
年
後
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
越
後
か
ら
夫
親
鸞
と
共
に
上
京
し
た
末
娘
の
覚
信

尼
宛
に
出
さ
れ
た
も
の
で
、
他
人
宛
の
書
状
よ
り
は
語
彙
も
気
取
る
こ
と
な
く
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
日

西
方
指
南
抄
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
四

常
の
言
語
生
活
が
よ
り
反
映
し
て
い
る
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
恵
信
尼
の
書
状
に
も
和
文
語
の
使
用
が
多
い
。
漢
文
訓
読
語
の
陳
述
の
副

詞
イ
マ
ダ
（
～
ズ
）
も
結
び
は
～
ズ
が
見
ら
れ
な
い
。
「
い
ま
だ
～
候
」
「
い
ま
だ
～
ぬ
」
「
い
ま
だ
～
候
や
ら
ん
」
等
の
み
で
和
漢
混
清
型
と

で
も
い
う
べ
き
用
法
に
な
っ
て
い
る
。
恵
信
尼
は
基
本
的
に
は
和
文
語
使
用
だ
が
、
漢
文
訓
読
語
も
為
房
妻
に
比
べ
る
と
増
加
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
宗
教
者
の
妻
と
い
う
環
境
が
、
更
に
時
の
経
過
が
女
性
の
使
用
語
彙
に
漢
文
訓
読
語
を
増
加
さ
せ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

恵
信
尼
使
用
の
ゴ
ト
シ
、
ザ
ル
、
ズ
シ
テ
、
イ
マ
ダ
（
～
ズ
）
、
ア
ル
イ
ハ
、
タ
マ
タ
マ
、
フ
サ
グ
の
7
語
等
は
鎌
倉
時
代
の
女
性
の
日
常
語

に
浸
透
し
て
い
る
訓
読
語
と
見
ら
れ
、
中
で
も
西
方
指
南
抄
の
女
性
宛
、
男
性
2
宛
書
状
で
も
見
ら
れ
た
ゴ
ト
シ
、
ザ
ル
、
ズ
シ
テ
、
イ
マ

ダ
等
が
よ
り
基
本
的
な
訓
読
語
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
法
然
の
受
信
者
を
意
識
し
た
語
彙
使
用
が
こ
れ
ら
の
語
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
。

2
男
性
仮
名
書
状
の
漢
文
訓
読
語

（7）

（
1
）
　
法
然
仮
名
書
状
（
断
簡
五
通
）

ズ
シ
テ
1
　
（
で
1
）
、
ト
モ
ガ
ラ
1
　
（
ひ
と
び
と
0
）

・
ち
L
や
の
ふ
る
ま
い
を
せ
習
只
一
か
う
に
念
仏
す
べ
し
（
一
枚
起
請
文
1
2
行
）

（8）

（
2
）
　
親
鸞
仮
名
書
状
（
十
二
通
）

ゴ
ト
シ
1
（
や
う
な
り
0
）
、
シ
ム
1
（
す
一
望
さ
す
3
）
、
ザ
ル
1
（
ぬ
3
）
、
ザ
レ
1
（
ね
5
）
、
ズ
シ
テ
2
（
で
0
）
、
コ
ノ
ユ
ヱ
こ
2
（
さ

れ
ば
l
）
、
シ
カ
ル
ニ
1
（
さ
れ
ど
0
）
、
シ
カ
ル
ヲ
1
（
さ
は
あ
れ
ど
0
）
、
イ
ハ
ム
ヤ
1
（
ま
さ
に
（
～
む
や
）
0
）
、
イ
マ
ダ
（
～
ズ
）
2

（
ま
だ
0
）
、
ス
デ
ニ
1
（
は
や
う
0
）
、
マ
シ
マ
ス
3
（
お
は
し
ま
す
4
）
、
オ
ヨ
ブ
1
（
い
た
る
3
）

・
弥
勒
は
い
ま
た
備
に
な
り
た
ま
は
叫
と
も
（
十
通
7
行
）

法
然
の
書
状
は
断
簡
の
み
で
性
格
を
十
分
に
把
握
し
難
い
が
、
親
鸞
の
直
筆
書
状
で
現
存
す
る
も
の
は
帰
洛
後
関
東
に
残
し
た
信
者
達
に

発
信
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
師
の
法
然
と
比
べ
漢
文
訓
読
語
の
増
加
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
も
接
続
詞
類
使
用
が
多
い
こ
と
が
ひ
と

つ
の
特
徴
で
あ
る
。
コ
ノ
ユ
ヱ
こ
、
シ
カ
ル
こ
、
シ
カ
ル
ヲ
等
が
見
ら
れ
、
文
の
連
接
部
を
わ
ざ
と
ぼ
か
し
た
平
安
仮
名
文
学
と
は
異
な
る



性
格
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
訓
読
語
の
イ
マ
ダ
の
結
び
は
恵
信
尼
同
様
「
～
ぬ
」
形
が
み
ら
れ
和
漢
混
清
型
も
見
せ
て
い
る
。
恵
信
尼

に
見
ら
れ
た
ゴ
ト
シ
、
ザ
ル
、
ズ
シ
テ
、
イ
マ
ダ
等
は
親
鸞
書
状
に
も
見
ら
れ
、
法
然
に
も
ズ
シ
テ
は
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
日
常
言
語
生

活
に
浸
透
し
た
最
た
る
訓
読
語
と
み
ら
れ
よ
う
。

六
　
む
す
び

東
辻
保
和
博
士
は
鎌
倉
時
代
の
男
女
の
九
人
の
日
記
か
ら
、
鎌
倉
時
代
和
文
の
二
形
対
立
を
分
析
さ
れ
て
「
漢
文
訓
読
特
有
語
の
中
に
は
、

（9）

対
立
す
る
和
文
語
を
殆
ど
吸
収
し
た
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
語
の
存
在
」
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
代
表
例
と
し
て
「
ま
だ
」
を
吸
収
し
た
か

と
見
ら
れ
る
イ
マ
ダ
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。
又
、
後
藤
英
次
氏
は
、
鎌
倉
時
代
の
助
詞
・
助
動
詞
類
の
二
形
対
立
に
つ
い
て
「
口
頭
語
資
料
」

と
認
め
ら
れ
る
資
料
の
分
析
か
ら
、
「
漢
文
訓
読
特
有
語
性
が
弱
い
も
の
」
（
「
口
頭
語
」
的
要
素
と
共
起
し
や
す
い
語
）
か
ら
「
漢
文
訓
読
特
有

（10）

語
性
が
強
い
も
の
」
（
「
口
頭
語
」
的
要
素
と
共
起
し
難
い
語
）
へ
と
次
の
よ
う
な
結
果
を
得
て
い
る
。
そ
れ
は
ゴ
ト
シ
な
ど
は
訓
読
特
有
語
性
が

弱
く
順
次
、
ベ
カ
ラ
ズ
・
ズ
シ
テ
・
ク
シ
テ
・
ザ
ル
・
ザ
レ
・
ム
ト
ス
・
ニ
シ
テ
・
ト
イ
ヘ
ド
モ
の
順
に
漢
文
訓
読
特
有
語
性
が
強
く
な
る

と
い
わ
れ
る
。
先
学
の
帰
納
結
果
は
西
方
指
南
抄
掲
載
書
状
の
分
析
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
本
稿
は
僅
か
な
分
量
の
分
析
で
は
あ
る
が
、
鎌
倉

時
代
初
中
期
に
は
性
差
や
有
識
差
を
問
わ
ず
日
常
言
語
生
活
に
浸
透
し
て
い
た
漢
文
訓
読
語
類
が
存
し
、
そ
れ
を
認
識
し
て
い
た
書
状
の
書

写
者
が
存
し
た
こ
と
を
記
述
し
て
み
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

注（
1

（
2

西
方
指
南
抄
（
三
重
県
津
市
、
高
田
専
修
寺
蔵
）
『
親
驚
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
五
・
六
巻
（
法
蔵
館
昭
和
四
八
年
五
月
・
十
月
）

拙
稿
「
男
女
差
と
表
記
差
－
∵
天
婦
の
漢
語
の
表
記
を
視
点
と
し
て
－
」
（
『
文
化
言
語
学
－
そ
の
提
言
と
建
設
1
』
平
成
四
年
十
一
月
　
三
省
堂
）

拙
稿
「
平
安
鎌
倉
時
代
の
仮
名
書
状
に
つ
い
て
ー
漢
語
と
そ
の
表
記
を
視
点
と
し
て
－
」
（
『
築
島
裕
博
士
古
稀
記
念
　
国
語
学
論
集
』
　
平
成
七
年
十

西
方
指
南
抄
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

月
　
汲
古
書
院
）

（
3
）
　
築
島
裕
『
平
安
時
代
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
　
（
昭
和
三
八
年
　
東
京
大
学
出
版
会
）

築
島
裕
「
土
佐
日
記
と
漢
文
訓
読
」
　
（
『
新
註
国
文
学
叢
書
　
土
佐
日
記
』
　
講
談
社
　
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
）

（
4
）
　
井
上
親
雄
「
西
方
指
南
抄
に
お
け
る
打
消
の
助
動
詞
」
　
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
一
輯
　
昭
和
六
三
年
八
月
　
武
蔵
野
書
院
）

来
田
隆
「
院
政
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
片
仮
名
文
の
接
続
詞
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
一
輯
　
昭
和
六
三
年
八
月
　
武
蔵
野
書
院
）

（
5
）
　
久
曽
神
昇
編
『
平
安
仮
名
書
状
集
』
　
（
汲
古
書
院
　
平
成
四
年
）
、
同
『
平
安
時
代
仮
名
書
状
の
研
究
』
　
（
風
間
書
房
　
昭
和
四
三
年
）

金
子
彰
・
東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
科
学
生
有
志
「
藤
原
為
房
妻
仮
名
書
状
　
語
彙
総
索
引
稿
」
　
（
『
東
京
女
子
大
学
　
日
本
文
学
』
　
第
八
十
七

号
、
一
九
九
七
年
三
月
）

（
6
）
　
恵
信
尼
書
状
『
恵
信
尼
文
書
』
　
（
法
蔵
館
　
昭
和
五
三
年
）

金
子
彰
・
伊
藤
守
「
恵
信
尼
書
簡
総
索
引
稿
（
上
）
　
（
下
）
」
　
（
『
新
潟
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
七
巻
第
一
号
、
第
二
号
、
昭
和
六
十
年
十
一
月
、

昭
和
六
十
一
年
三
月
）

（
7
）
　
法
然
直
筆
書
状
『
法
然
上
人
真
蹟
集
成
』
　
（
法
蔵
館
、
昭
和
四
九
年
）

拙
稿
「
法
然
上
人
直
筆
起
請
文
・
仮
名
書
簡
総
索
引
稿
」
　
（
『
新
大
国
語
』
第
1
2
号
、
昭
和
六
一
年
三
月
）

（
8
）
　
親
鸞
直
筆
書
状
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
（
法
蔵
館
　
昭
和
四
九
年
十
一
月
）

拙
稿
「
鎌
倉
時
代
の
仏
教
者
の
語
彙
に
つ
い
て
ー
上
啓
然
と
親
鸞
の
仮
名
容
状
に
見
ら
れ
る
和
文
語
と
漢
文
訓
読
語
－
」
（
『
東
京
女
子
大
学
比
較
文
化
研
究
所
紀

要
』
第
五
九
巻
、
一
九
九
八
年
一
月
）

拙
稿
「
平
安
末
期
と
鎌
倉
中
期
の
女
性
仮
名
書
状
の
語
彙
に
つ
い
て
－
為
房
妻
、
恵
信
尼
、
西
方
指
南
抄
の
和
文
語
と
漢
文
訓
読
語
－
」
（
『
東
京
女
子
大
学

日
本
文
学
』
第
九
二
号
、
一
九
九
九
年
三
月
）

（
9
）
　
東
辻
保
和
「
鎌
倉
時
代
和
文
に
つ
い
て
」
　
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
輯
　
昭
和
六
二
年
五
月
　
武
蔵
野
書
院
）

（
1
0
）
　
後
藤
英
次
「
漢
文
訓
読
語
の
変
容
－
鎌
倉
時
代
の
「
口
頭
語
資
料
」
の
検
討
か
ら
1
」
　
（
『
文
芸
研
究
』
　
1
2
3
、
一
九
九
三
年
五
月
）

付
記
　
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
（
基
盤
（
C
－
2
）
）
　
（
平
成
九
～
十
一
年
度
）
　
（
「
日
本
語
史
研
究
基
礎
資
料
と
し
て
の
親
鸞
聖
人
真
蹟
遺
文
の
総
合
語
彙

索
引
の
作
成
」
）
　
の
成
果
の
一
部
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。




